
千代田区気候変動適応計画
の策定について



計画策定の背景と目的

〇気温上昇や大雨の頻度の増加、熱中症や水害リスクの増加
〇千代田区においても気候変動による影響が現れている
〇２０１８（平成３０）年に気候変動適応法が成立
〇千代田区の区域の特徴に応じた適応策を推進するため
〇地球温暖化の要因である温室効果ガスの排出を削減する対策
（緩和策）に加え、地域特性を踏まえた気候変動の影響による
被害の回避・軽減対策（適応策）を推進するため、地球温暖化
対策条例に気候変動適応策を位置づけ



計画期間と将来像

〇計画期間
2021（令和３）年度～2030（令和12）年度（10年間）

〇将来像
いつまでも安心して住み働き続けられる強く魅力あるまち

区・区民・事業者や関係機関等が一体となって適応策に取り組むことで、
 気候変動の影響による被害をできる限り回避・軽減し、千代田区に住み、働く人々が
安心して生活・活動できるまちをめざす。



千代田区が優先的に取り組む分野・項目

〇水環境・水資源（水供給）

〇自然災害・沿岸域（洪水・内水・海面上昇・高潮・高波・強風等）

〇健康（死亡リスク・熱中症・脆弱集団）

〇産業・経済活動（製造業・エネルギー・商業・金融・保険・観光・建設・医療等）

〇国民生活・都市生活（暑熱による生活へ影響等）

※「分野別基礎情報」で千代田区における各分野の現状を整理
「気候変動の影響評価」で国の影響評価と地域特性を踏まえて分野・項目を抽出
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湖沼・ダム湖
● ▲ ▲ ○ ● 〇 〇

各濠・淵

水温上昇や水質変化は気候変動だけでなく都市化

の影響もあるとされる
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河川
◇ □ □ ○ ● 〇 〇

神田川、日本橋川

水温上昇や水質変化は気候変動だけでなく都市化

の影響もあるとされる
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沿岸域及び閉鎖性海域
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タが存在しないが、気温と水使用量の関係、将来の

気温上昇率から判断
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気候変動影響評価（抜粋）



基本方針・施策の体系
将来像：いつまでも安心して住み働き続けられる強く魅力あるまち

自
然
災
害

健

康

基本方針１：気候変動に強いまちづくりの推進

1-1 水害対策の推進（☆）
1-2 強風への対策の推進（☆）
1-3 土砂災害対策の推進

1-4 熱中症への対策の推進（☆）
1-5 感染症対策の推進
1-6 大気汚染による健康被害への対策の推進
1-7 高齢者や子どもへの影響に関する対策の推進（☆）

1-8 渇水対策の推進（☆）
1-9 水環境に関する対策の推進
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基本方針２：魅力あるまちづくりの推進

2-1 暑熱対策の推進（☆）

2-2 企業活動に関する対策の推進（☆）

2-3 自然生態系に関する対策の推進

基本方針３：気候変動適応の推進にかかる体制作り

3-1 気候変動適応にかかる意識啓発の推進
3-2 気候変動に関する情報収集・分析
3-3 複合災害への対策の推進
3-4 関係機関・部署との連携
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対応力の整理

・区が実施してきた適応策について、進捗状況を整理・分析

・適応計画の施策を検討する上で、既存施策が将来予想される
気候変動の影響に対して十分な対応力を持っているかを整理

・対応力の整理をもとに、新規または追加的な適応策を検討する
必要があるかなどの方向性を整理



対応力の整理フロー①



対応力の整理フロー②



対応力の整理フロー③



千代田区における計画の推進体制



計画の進捗を管理するための主な指標



計画策定までの経過①



計画策定までの経過②


